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I はじめに
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筆者らが本誌第12号（1979）で報告した「新入学生の服飾に関する意識の調査研究」で入学
時における学生の意識調査を行なったのに対し，本報告は卒業時における意識を調査したもの
である。本誌第12号では，入学志望の理由，開講科目に対する関心， 服飾一般に関する認識等
を調査した。その結果は実習科目に関心を持つものが多く，服飾についてもそれぞれの対応の
仕方が明らかになった。また将来専門関係の仕事にたずさわりたいと思っている者が約半数を
しめていた。今回はその後の諸情勢が多様に変化している中で， 学生達の初期の目的がどの程
度達せられたか， また意識がどう変貌したかについて調査した。
最近の服飾界をみると 工業力による製品の氾濫，大量生産にともな う大量消費など今
後もこの傾向はますます著しく なることが予想される。 この現状を把握した上で， 自己の主体
性を見失わず、に個性を表現しうる学生の基本的な力の養成が必要となろう。 服飾を専攻したも
のが社会生活の面でどのような役割を果したらよいか，問題点は多いが学生の意識を調査して今
後の参考としたい。
E方 法
1 .調査方法
調査対象は本誌第12号同様， 昭和54年度服飾美術科入学の学生の中から服飾美術コース（以
下服飾コース）学生86名，家庭科学コース（以下家庭コー ス）学生99名，計185名を前回調査
したクラス単位に選び，27項目について記名による質問紙法で行なった。調査時期は56年3月
の最終H・R時で，当日実施できなかったものについては後日郵送によって実施し回収した。
回収率は服飾コ スー98%，家庭コー ス94%である。
2.調査事項
質問紙による調査事項は大別すると次のとおりである。（1）服飾美術科に対する意識，（2)
開講科目に対する希望，（3）履修科目に対する興味，（4）洋裁実習の成果，（5) ファッション
観，（6）就職関係，等である。
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結果と考察
?
1.服飾美術科に対する意識
将来に期待をもって服飾美術を専攻した学生達が，卒業期の現在，服飾を学んだことについ
てどのように思っているのか，質問項目は「服飾美術科を選んで、よかった」
「どちらとも言えない」で結果は図lに示したとおりである。
「よかった」の項目では，服飾
「よくなかった」
服飾美術科の選択良否図11位にあげた
家庭コースの学生数が上コースの学生より，
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い」の項目では，服飾コースが上回っている。
服飾コースに進学した学生より家庭コースに
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より満足感を持ったと進学した学生の方が，
いえる。
服飾美術科履修結果図2
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これらのことは一見矛盾し
ているが，服飾コースには和裁実習の科目が
なく，洋裁の縫製に関係する科目に多くの時
間をあてているため，洋裁実習を深く学んだ
多くあらわれた。
巾広い実習とは解釈しなかったとと解釈し，
現在の授業科目について図3
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2.開講科目に対する希望
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は家庭コースが75.7%に対し服飾コー スは55
この差は家かな りの差がみられた。.8%と，
庭コー スの学生が図1に示した 「服飾美術科を
選んで、よかった」を裏づけていると思う。「改善
した方がよいJでは服飾コース53.6%，家庭コ
スー20.2%であり，改善点では一般教育科目を
多く学びたい，専門科目の講義をもっと多く等，
講義類を希望し実習では洋裁実習をもっと多く，
また服飾コースでは開講されていない和裁実習
を入れてほしい等，両コースともにより多くの
学習を希望していた。
3.履修科目に対する興味
専門外科目で興味深く履修したものの有無
（図 4）とその科目を選ばせた。
興味深く学んだものが「あるjと答えた者は家庭コース53.5%，服飾コース44.2%で，家庭
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図6 興味をもった専門実習科目
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コースがやや上回った。家庭コースは心理学，法学，哲学と人文系列，社会系列の科目に対し
て，服飾コースは哲学，法学，生物と社会系列，人文系列， 自然系列の3分野にわたったのが
わずかに相違している。
専門科目の講義（含演習）で，興味深く履習したものの有無（図5）とその科目を選ばせた。興味
深く学んだ科目が「ある」と答えた者は，服飾コース61.6%，家庭科学コース53.5%と服飾コー
スが多く， 「ない！と答えたのは家庭コースに多い。これは両コースに開講されている専門科
目の間口が，服飾コースにより多く用意されているため多数のものの要求に対応出来たのでは
ないかと推察する。なお家庭コースの「ない」の数が服飾コースを上回った点については， 図
4に見られるように専門外科目に興味を持ったものが多かったのと関連があると思う。
興味深く履修した科目としては，両コースともに服装原論が多く， つづいて服飾コースは育
児学，服飾デザイ ン，テキスタイルデザインである。家庭コースは育児学，被服構成論，服装
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史を多くあげており，特別な傾向はみられなかった。
つぎに専門の実習科目について同様の質問を行なった（図6）。
入学時の調査でも大きな関心を示した実習科目であるが，本調査でも80%を越えるものが，
興味深く学んだ科目が「ある」と答えている。特に家庭コースは87%と多く，服飾コースの
72.1%を上回り，多くのものが実習に興味を持ったといえる。興味を持った科目は， 家庭コー
スで調理実習，和裁実習，洋裁実習とつづき，服飾コー スでは，洋裁実習， 調理実習につづい
てスタイル画をあげている。
4.洋裁実習による成果
服飾美術科実習科目の中で特に多くの時間数をしめている洋裁実習について，2年間の学習
により主に何を学び取ったか， つぎの項目について質問した（表 1）。
両コースと も，l位は「縫製の技術」2位は「製図力」3位「補正法」 4位「着装法Jであ
った。 5位は家庭コースが「デザイン力Jをあけ＼服飾コースは「補正法」「デザインカ」 「着
装法」の 3項目が同数で並び， 5位の順位は得られなかった。服飾コースの順位を項目ごとに
見ると，「補正法」では3位と 5位が同数，「デザイン力」の4位と 5位も同数を示している。
このように順位が定まらず，数字にパラつきが出るのは，服飾コースの洋裁実習は2年間必修
で単位数も多く ，製作する細目が2年目から自由なデザインで選べる等，個々の学生の学び方
にもおのずから差が生ずるためと思う。
表1 被服実習の修得順位
人数 （%）
/I沿尽 縫製の技術 製図カ 補正の方法 デザインカ 着想法 無 記入 言十
月日 1 47(54. 7) 22(25. 6) 3( 3. 5) 5( 5. 8) 8( 9. 3) 1 ( 1.2) 86(100) 
自布 2 21 (24. 4) 27(31. 4) 15(17. 4) 5( 5. 8) 6( 6. 9) 12 (13. 9) 86(100) 
コ 3 6( 7. 0) 14(16. 3) 21 (24. 4) 18(20. 9) 13 (15. 1) 14(16. 3) 86(100) 
4 3( 3.5) 7( 8.1) 12 (14. 0) 23(26. 7) 27(31. 4) 14 (16. 3) 86(100) 
ス 5 4( 4. 7) 5( 5. 8) 21 (24. 4) 21 (24. 4) 21 (24. 4) 14(16. 3) 86(100) 
言十 81 75 72 72 75 55 430 
家 1 57(57. 6) 21 (21. 2) 7( 7. 0) 3( 3. 0) 10(10. 1) 1 ( 1.O) 99(100) 
庭 2 21 (21. 2) 34(34. 3) 16 (16. 2) 3( 3. 0) 10 (lo. 1) 15 (15. 2) 99(100) 
コ 3 7( 7. 0) 17(17.2) 32 (32. 3) 8( 8. O) 17(17.2) 18 (18. 2) 99(100) 
4 5( 5.1) 4( 4. 0) 21 (21. 2) 22(22. 2) 28 (28. 3) 19(19. 2) 99(100) 
ス 5 1 ( 1.0) 8( 8. 1) 8( 8.1) 44(44. 4) 19(19. 2) 19(19. 2) 99(100) 
言十 91 84 84 80 84 72 495 
洋裁実習を主にどのように活用するかを質問した（図 7,8）。ほとんどが，家庭に生かすと回
答している。服飾コースに未定が多いのは，卒業時に進路が定ま つでいないことと関連してい
ると思う。 「職業に生かす」か「家庭で生かす」かは，就職先次第という状況の変化によって左右
されるのであろう。
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家庭洋裁の内訳
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服の製作が多く，将来に備えでの夢が感じら
大半をしめた「家庭に生かすjでは，
れた。
つぎにあげた自分のスカー ト程度の製作で
これは家庭コースが2年目から選択20.1%，家庭コース13.1%と家庭コースが下回っている。
科目となるため，実際に 2年間通して学んだものが少なく，学ばない細目は製作困難なので
しかし両コースともに，夏物程度は自分で製作をするという意欲が感じられる。あろうか。
ファッション関係5. 
(1）個性の把握
人はそれぞれの個性を持っている。体型，表情，話し方等の外形的なものと，性格，知性，
物の考え方など内面的なものを合わせてその人らしさが表出されるが，自分の個性を見定め梓
徴を知り， 美点を生かすことは服装の上でも特に大切なことである。学生達が衣服購入時や自
己製作時に自己の個性をどのように把握していたかを質問した（図 9）。両コース合わせて自分
の個性に合ったものを選択出来るとしたものが計83.2%であった。また個性を 4つの類型に分
けて自分はどの型に該当するかを記入させた（図10）。 両コースともに自分は平凡型， 活動型と
みているが，相違点は家庭コースは女性的であり服飾コースは個性的で、あるとしている。
服装の流行が変わった時に，どのような態度で望むかを質問した（表2）。
「すぐに取り入れる…・・J「皆が着るので……J「流行に興味…・・・」がきわめて少ないのに対し
て，「自分に似合うと判断した時」が両コースとも90.8%になっている。これは学生がみずから
流行について(2) 
しか流行を判断し，常に自分の個性に合ったものを選択していると思っているのであろうが，
つま りは流行という大きなメカニズムの中から抜け出られないものであろう
つぎに流行が変わる原因をどのように考えているかを質問した
「生産業者の営利のためjか「ファッションによって自分を認めさせたいから」は両コースに差が
（図11）。
しこの主体性も，
と推察する。
みられないが，「社会情勢の変化により」は服飾コース39.6%，家庭コース27.2%と服飾コースが多
く，「消費者が新しいものを欲するから」は服飾コース27.7%，家庭コース37.7%と家庭コースに
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雨量？」二こ名服飾コス 家庭コース 計
すぐに取り入れる 1( L 2) 0（ー） 1( 0,5) 
一般に取り入れられ 6( 6, 9) 7( 7,1) 13( 7, 0) 
てから
自分に似合うと判断 78(90, 7) 90 (90, 9) 168(90. 8) した時
皆が着るので仕方な 1 ( 1.2) 。（ ー） 1 ( 0. 5) 
流行に興味はない 。（ ー） 2( 2. 0) 2( 1.1) 
言十 86(100) 99(100 ) 185 (100 ) 
人数（%）流行への対応表2
流行が変る原因
服飾コース 1orn答
一一一家庭コース 114回答
（多項目回答）
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いのは，流行のっくり手としての消費者の存在を
重視しているのであろう。
入学時の調査で報告したが，流行に左右されずに気に入ったものを着用する
という姿勢と関連している。流行はその時代のトータルな社会情勢を反映して生まれ， その時
代の精神のあらわれで、ぁ2とすれば，消費者不在の流行と思われていた従来の意識が少しずつ
このことは，
変化して来ているのであろうか。
(3）既製品について
学生が着用するも被服構成実習時に製作する作品はすべてオーダー ・メード方式であるが，
のには既製品が多い。アパレル産業の発達にともない高級志向に合致する既製衣料品が多くな
っているのが現状である。 既製品が豊富に出回っていることについてどう思うかを質問した
（表3）。
「気に入ったものが選べるから・…・」「欲しいと思うと きすぐ…・ ・」が計76.5%と多く の者が
しかし全体の10.8%のものは豊富にあっても気に入ったもの豊富にあることを肯定している。
画一化されたファッションに不満をいだいている。また既製品を購入する
（表4）。とき何に重点をおくかについて質問した
が見つからないと，
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表3 豊富に出回っている既製品について
多項目回答，人数（%）
質問一事ー 項ーーーーーー←一一一一一一一コ一ー一スニ名 服飾コー ス 家庭コー ス 言十
気に入ったものを選べるから良いと思う 41 ( 45. 0) 51 ( 41. 8) 92 ( 43. 2) 
欲しいと思うときすぐ手に入る 26 ( 29. 0) 45 ( 36. 9) 71 ( 33. 3) 
豊富にあっても気に入るものが見つからない 14(15.4) 9 ( 7. 4) 23 ( 10. 8) 
これ穏多く必要ない 3 ( 3. 3) 5 ( 4.1) 8 ( 3. 7) 
無関心 1 ( 1. 0) 1 ( o. 4) 
流行にかたよりすぎている 5 ( 5. ) 11 ( 9.1) 16 ( 7. 5) 
その他 1 ( 1. 0) 1 ( 0. 8) 2 ( 0. 9) 
言十 91 (100 ) 122 (100 ) 213 (100 ) 
表4 既製品の購入選択順 人数（%）
活空 メカー デザイン 色・柄 サイズ 縫 製 材 質 品質表示 その他 無記入 計
1 1 ( 1.2) 50 (58.1) 6( 6. 9) 20 (23. 3) 2( 2.3) 3( 3. 5) （←） 一（）ー 4( 4. 7) 86 (100) 
2 mi 
3( 3. 5) 20 (23. 3) 34 (39. 5) 9(10. 5) 4( 4.7) 1 ( 1.2) 1 ( 1.2) 1 ( 1.2) 13 (15.1) 86 (100) 
3 
飾
3( 3. 5) 5( 5. 8) 20(23. 3) 21 (24. 4) 4( 4. 7) 13 (15.1) 2 ( 2. 3) 一（ー ）18 (20. 9) 86 (108) 
4 11 (12. 8) 2( 2. 3) 3( 3. 5) 9 (10. 5) 15(17.4) 25 (29. 0) 2 ( 2. 3) 一（ー ）19(22.1) 86 (100) 
コ
5 10 (1. 6) 2(23. 3) 5( 5. 8) 6( 6. 9) 19 (22.1) 19 (22.1) 7( 8.1) 一（ ）ー18 (20. 9) 86 (100) 
6 18(20. 9) 一（ー） 1 ( 1.2) 3( 3.5) 21 (24. 4) 7( 8.1) 15(17.4) 一（）ー 21 (24. 4) 86 (100) 
ス
7 19(22.1) 一（ー） 1 ( 1.2) 2 ( 2.3) 3( 3. 5) 一（ ）ー33 (38. 4) 1 ( 1.2) 27(31. 4) 86 (100) 
8 一（ー ） 一（ー ） 一（ ）ー 一（ー ） 1 ( 1.2) 一（ー） 一（ー） 21 (24. 4) 64(75. 9) 86 (100) 
言十 65 79 70 70 69 68 60 23 184 688 
1 3( 3.0) 64 (64. 6) 9( 9.1) 18 (18. 2) 1 ( 1.0) 2( 2. 0) （ ） （ー ） 2( 2.0) 99 (100) 
2 
家
（一） 25 (25. 3) 39 (39. 4) 17(17.2) 5 ( 5.1) 6( 6.1) 1 ( 1.0) （一） 6 ( 6. 0) 99 (108) 
3 7( 7.1) 3( 3. 0) 30 (30. 3) 28 (28. 3) 4( 4.0) 15 (15. 2) 一（一）一（ ）ー 12 (12.1) 99 (100) 
庭
4 8( 8.1) 2( 2. 0) 7( 7.1) 13 (13.1) 15 (15. 2) 41 (41. 4) 一（ー）一（ー ） 13 (13.1) 99 (100) 
コ
5 11 (11.1) 1 ( 1.0) 2( 2. 0) 9 ( 9.1) 33(33. 3) 21 (21. 2) 8( 8.1) （一）14 (14.1) 99 (100) 
6 22(22. 2) 一（ー ） 2( 2. 0) 1 ( 1.0) 20(20. 2) 6 ( 6.1) 33 (33. 3) 一（ ）ー15 (15. 1) 99 (100) 
ス
7 34(34. 3) 一（ ）ー （ ） 1 ( 1.0) 7( 0. 7) （） 36 (36. 4) （一）21 (21. 2) 99 (100) 
8 （一）一（ー） 一（ー ） 一（ー ） 一（） 一（ ）ー （） 34 (34. 3) 65 (65. 7) 99 (100) 
言十 85 95 89 87 85 91 78 34 148 792 
両コースともデザイン，色柄，サイズ，材質を上位にあげ，つづいて縫製，メーカーの順に
なっている。 品質表示については明確な順位は得られなかった。 4位までの順位は入学時の調
査で報告したものと変りがなく ，本調査で学生は縫製，品質表示，メ ーカ一等の衣料管理上重
要と思われる項目の問題視よ りも，衣服の審美性をより重視していると思われた。
(4) ブランド志向について
デザイナーや有名人の名前等を商標にして消費者にアピールするブラ ンドものが，ここ数年
来急激に出回って来ている。ブランドは本来商標として自社の製品に責任を持つために使わ
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表5 ブランド志向 多項目回答，人数（%）
質五王百一一一一三二こ名 服飾コース 家庭コース 計
本物志向で良い現象だと思う 6( 6.8) 10( 9.3) 16( 8. 2)
センスが良くみえてよいことだと思う 8( 9.1) 11 (10. 3) 19( 9.7) 
他のものと比較すると機能的で良い 11 (12. 5) 15 (14. 0) 26(13. 3) 
高級品好みでぜいたくだと思う 18(20. 5) 24(22. 4) 42(21. 5) 
派手に見える 2( 2. 3) 4( 3.7) 6( 3.1) 
悪い趣味だと思う 1 ( 1.1) 2 ( 1.9) 3( 1.5) 
デザイナーの名前を付けて歩いている 8( 9.1) 8( 7.5) 16( 8. 2)ょうでいやだ
業界の商魂に乗せられていると思う 12(13. 6) 15 (14. 0) 27 (13. 8) 
その他 22(25. 0) 18 (16. 8) 40(20. 5) 
言十 88(100 ) 107(100) 195(100 ) 
表6 ブランドものを買った動機多項目回答， 人数（%）
刊訂一一一」こ名 服飾コース 家庭コース 計
自t点に目についたものカfブラン ドもの 31 (33. 3) 40(38. 8) 71 (36. 2)
以前から欲しいものであった 16(17. 2) 15(14. 6) 31 (15. 8)
ある程度の評判を得ているため 9( 9. 7) 10( 9. 7) 19( 9. 7)
人に進められた 3( 3. 2) 1 ( 0.9) 4( 2. 0)
有名だから 一（ ー） 1 ( 0. 9) 1 ( 0. 5)
高額なので良質だろうと思い 一（ 一） 1 ( 0. 9) 1 ( o. 5) 
無 回 答 34(36. 6) 35(34. O) 69(35. 2)
計 93(100) 103(100 ) 196(100 ) 
れていたが，しだいに商品の品質，デザイ ンの特徴を表わすようになってきた。業界は消費者
に高級品のイメージを与えるため，ブラン ドものの販売促進活動をつづけブラン ドの知名度を
高めた。これにより「ブラ ンド志向」なる現象が出現したが，このことについて学生の考え方
を質問した（表5）。
その結果は「高級品好みでぜい択だと思う」が約22%で一番多く ， 2住は「業界の商魂に
乗せられていると思うjが約14%と現状批判の意見が多し瓦。表5の 「本物志向……」「センスが
良く……」「他のものと比較……Jの項は肯定的見解とし，「高級品好み……」「派手に……」「悪
い趣味……J「デザイナーの名前……Jの項を否定的見解とすると，前者は31.2%，後者は48.1
%とブラン ド現象を好ましく思っていないことがうかがえる。
さらにブラン ドもので自分の所持している品名と数量を記入させた。記入者は全体の65.9%
である。 内訳を見ると一番多いのが洋服で記入者の90%，つぎにスカーフ65%，バッグ44%,
アクセサリー20%であった。ブランドものの解釈として外国のデザイナーで日本製のものも含
めた。ブラン ドものの購入動機については表6に示した。
「自然に目についたものがブラ ンドものであった」が両コースで36.2%，「以前から欲しいも
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図12 就職先についてのであった」が15.8%となっている。 これら
のことからブランドものは学生の積極的な購 。 20 40 60 80 100% 
入物品ではないと思われる。なお無回答者が 防勿勿勿級協クガ，，，，~
35.2% 以く なったのはプランド商品を附 服飾~－,A~」三12.物協初級物
しないものが多いからであると思われる。 ＼ 隊後務勿タ税務務須
家庭コー ス匡三三41.4三冨
6.就職に対する希望
希 遠来
入学時の調査で，将来服飾関係の仕事に就 望 記
きたい，洋裁に関することが好きだから等の り
う入
理由で本学服飾美術科に進学したものが約70%であった。卒業時において自分の希望する職業
に就職出来たかどうか質問した（図12）。
希望通りに就職出来たものは，家庭コ スー41.4%，服飾コース32.6%で当初の目標とかなり
の相違が出ている。調査時点で就職未定者が多いためか，記入のないものが服飾コースでは約
55%，家庭コースは約40%であった。 調査人員の約半数のものが就職未決定と答えているが，
希望する職種を質問した。専門関係に就職したいものは服飾コースで約30%，家庭コースで約
13%と服飾コースの学生は専門を生かす仕事を求めている。専門関係に就職したいという学生
に希望する就職先を質問した。服飾コースは服飾専門店，ファッショ ン産業メーカーをあげ，
家庭コースは教員を希望している。服飾コースは入学時の調査でもみられたようにやはり服飾
専門店やファッ ション産業メーカーをあげている。服飾専攻者を受け入れる職場は多方面に
わたって広く聞かれ，その職種も巾広いが仕事の内容，労働条件，賃金等の差は大きく専門的
要素を強く要求される職種においては，受け入れ側の条件と学生の実情や希望とがかならずし
も一致しない現状にある。
また専門外の仕事を希望するものが相当数にのぼり，専門関係に就職したいものの約3倍近
くであった。どんな職場をのぞむのか に対して一般商社が半数を超え特に家庭コースに希望
者が多く両コースの特徴があらわれている。
U おわりに
以上卒業時における学生の意識調査結果をまとめると次のようである。
① 多くの学生は入学時の希望どおり実習を多く学べた，専門科目を巾広く学べたと服飾美
術科を選んだことに満足感をもっている。
②現在開講されている科目に対する希望としては服飾コースの多数のものが，講義類や実
習のものをもっと多く学びたいとしている。
③興味深く学んだ科目について専門外科目では一般教育科目の3分野にわたって選んでお
り， 専門の講義科目（演習含） では両コースともに服装原論をあげていた。 実習科目では服飾
コースは洋裁，家庭コースは調理実習とそれぞれ専攻の実習科目をあげている。
④洋裁の授業を通して身につけたものは縫製の技術が一番多く，習得した技術は家庭に生
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かしたいとし子供服や夏物程度は自分で製作したいと思っている。
⑤ ・2年間で自分の個性に合う ものが選択出来るようになったかでは，少しできるがほとん
どで，おのおの自分のタイプをとらえている。
－流行には堅実的で無批判に取り入れない姿勢が見受けられた。
－既製品が豊富に出回っていることに多くのものがその利便さを肯定し，購入時には審美性に
重きをおいている。
・ブラン ド製品については高級品でぜ、い択だとしながらも洋服， スカーブ，バッグ等を所持し
ている。
⑥希望通りに就職出来たものは調査人員の約半数であった。しかし未定のものの大半は専
門外の職場を希望している。入学時の目標とはかな り相違し実態の厳しさがうかがえる。
今回は本学服飾美術科2年目学生の卒業時における主と して服飾にかかわる意識を調査した
が， 各自がそれぞれ履修した科目を通して学び得たことや，服飾に対する以後の対応など一応
の結果を得ることが出来た。今後は多くの課題を持っている服飾分野の就職等についての検討
が残されている。
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